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保育園看護職者の役割に関する実態調査（第１報）

－保育園看護職者の役割遂行状況と看護職者に対する保育士・保護者の認識一

木村留美子')，棚町祐子2）

田中沙季子3)，山口絵梨子4）

〔論文要旨〕

保育園看護職者の役割を検討するために，保育園における看護職者の役割遂行状況とそれに対する保

育士，保護者の認識を調査した。Ｉ県内の保育園看護職者の充足率は19.7％で，ほとんどが乳児クラス

を担当していた。また，小児科経験者は20.8％と少なく，十分な役割が果たせていないと感じていた。

保育士は看護職者の配置を心強く感じている者が多かったが，保護者は看護職者の配置を正確に把握し

ていない者が40％いた。

今後は，小児医療経験のある看護職者を全保育園にフリー配置し，各々の専門職者と協同して子ども

の健やかな発達を保障できる環境を整えることが必要である。

Keywords：保育園看護職者，配置形態，役割遂行，保育士，保護者

ではなく幼児への配慮も重要である。さらに，

次世代育成支援も推進され，保育の充実や多様

な支援が求められる中で，看護職者の全園配置

のニーズは一層高まってきている。

しかし，このような状況にあって，保育園看

護職者に求められる役割や，その役割を遂行す

るための環境の整備や検討は十分とはいえな

い。そこで，本研究では保育園看護職者に求め

られる役割とその遂行状況，およびそれに対す

る保護者や保育士の意識を報告する。

I．はじめに

近年，女性の社会進出に伴う共働き家庭の増

加から，特に低年齢児の入園が著しく増加して

いる!)。また，おとなの夜型生活に伴う子ども

の生活習慣の乱れ，虐待，育児放棄など，広範

囲にわたる年齢層の子どもへの育児環境の問題

が生じている2)。

このような中で，保育園は乳幼児の健やかな

育ちを保障する場として重要であり，乳児が９

名以上在園する保育園では看護職者の配置が推

奨されている3)。これは，乳児が疾病に罹`患し

やすく，また急変により重篤な状態に陥りやす

いことによる。しかし，昨今のように子育てに

関する問題が多岐にわたる場合には，乳児だけ

Ⅱ、用語の定義

「保育園看護職者」は看護師，保健師，助産

師等の資格を有し，保育園で勤務している者と

した。看護職者が配置されている保育園を「配
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置園｣，配置されていない保育園を「未配置園」

とした。また，看護師がクラスを担当していな

い配置形態を「フリー配置｣，担当している形

態を「クラス担当配置」とした。保育園に看護

職者が１名配置されている場合を「単独配置｣，

２名以上の場合を「複数配置」とした。

Ⅱ研究方法

2．調査方法

看護職者，保育士，保護者の各々に，自記式

質問用紙を用いて調査を行った。調査用紙の作

成にあたっては，県内で開催された保育園看護

職者の研修会で協力の得られた看護職者と１ヶ

所の保育園の保育士や保護者を対象に予備調査

を行い，その結果を検討し，調査項目を修正，

追加した。

本調査は，平成16年８月３日から11月18日で

あり，同意の得られた保育園毎に調査用紙の配

布，回収を行った。調査内容は別紙の質問紙に

示した。

1．対象

Ｉ県内の公立,私立の認可保育所・保育園(以

降，保育園とする)で調査に同意の得られた保

育園の看護職者,保育士,保護者を対象とした。

対象となった保育園は，Ｉ県全域から無作為に

抽出され，回答のあった67ケ所の保育園に勤務

する看護職者48名，保育士425名，および保護

者2,190名である。そのうち有効回答数は，看

護職者48名(100.0％)，保育士375名(88.2％)，

保護者2,170名(99.1％)であった。

3．分析方法

結果は，EXCEL統計Ver､5.0と統計解析パッ

ケージSPSSVer12・OJForWindowsを用いて

分析を行い，割合比較はｘ２検定を行った。自

由記載で得られたデータは，研究者間で類似し

た意味を持つものに分類し,カテゴリー化した。

保育園における看硬職者の役割遂行に関する鯛査(■団輸用）

６)あなたの保同回では｢保健だより｣を発行していますか。［ａ,はいｂ,いいえ】

・｢はい｣と答えた方は､年に何回発行していますか｡［回／年］

.また､｢保健だより｣にちく内容で､、要祝していることを3つまでお選びください。

､､毎年決まったテーマｂ､そのとき､社会で流行している痢気ｃ・保育団で流行している病気ｄ健康増進

｡社会間園となっている事件ｆ・保鼠者からの柤騏･ニーズ９.係官士からの相麟･ニーズ

h・研修会などで得た情報･知嵐ｉ､子どもの成長･発遺に閲することｊ回児の様子を見ていて気になったこと
k,その他（

〔………〕

］ 

〔駒

･回数や内容に関しては十分だと思いますか.［ロ.十分だと思うｂ・不十分だと思う

鰯:鰯;+…祷…幟…,…讓豐…

１
１
１
‐
１
 

上記のことを行う上で困ることなどお■きくださ

[………… 
９)ケガや体圃が悪化した子どものお迎えまでの間の対応で困ることがあればおちきください。

１０)あなたの保育団で与襲を行っているのは[a､君臣職ｂ､係官士。行っていない。､その他（）］

(……画…に…………

〔…………………」

ルー……

3)研修会など､他の保育団冠阻哩者と情報交換できる機会をmみますか｡［□､はいｂ,いいえ１

3)毎日の子どもの匝康状態を梱樫する上で､困ることはありますか｡(祖散回答可）

ａ､クラス担任をしているため.全岡児委把掴する時間がないｂ保育±との情轍交換が十分に行えない

ｃ・普段の梯子を把握していないが､何かあった時だけ相娘される。､登囲時に保匝者から適格が十分にない

。､園児数が多いｆ特になしＢ・その他（）

4)健診時以外にも回庇医との連携を持っていますか．［□・はいｂ､いいえ］

・｢はい｣と答えた方は､どのような目的で行っていますか。

(……,………、
5)気になる子どもや鮭線して支担が必要な子どもについて.小学校と迎挽をとっていますか．

［ａはいｂいいえ］

i…………に…、

質問用紙（看護職者用）
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4．倫理的配慮

各保育園の園長に調査の目的・方法を説明

し，承諾の得られた保育園では調査対象者に対

して園長からの依頼文を添えて調査依頼を行っ

た。調査依頼には研究の目的，活用方法，およ

び調査への協力は任意であり，回答の有無によ

り不利益は被らないこと，調査で得られた結果

は研究以外では使用せず，プライバシーは厳守

されることを伝え，同意を得た。回答は無記名

とし，返信用封筒を同封して封をした状態で保

育園毎に回収した。また，調査協力園に対して

は全体の傾向に関する報告を約束した。

Ⅳ．結果

年であり，そのうち小児科勤務経験者は20.8％

であった。クラス担当配置は81.2％で，そのほ

とんどが０歳か１歳児のクラスを担当し，フ

リー配置の者は18.8％であった。単独配置は

87.2％，複数配置は12.8％であった。

3）保育士

保育士の内訳は，主任保育士が10.9％，担任

保育士は89.1％であった。平均勤続年数は，主

任保育士が24.2±6.7年，担任保育士が１０．２±

8.3年であった。配置園の保育士の割合は

69.9％，未配置園は30.1％であった。

4）保護者

保護者の内訳は,母親が95.4％,父親が3.6％，

祖父母が0.5％，無記入が0.5％と母親がほとん

であった。平均年齢は母親が32.6±4.3歳，父

親が35.3±6.8歳であった。保護者の56.8％が

配置園，43.2％が未配置園であった。

1．対象の属性

1）保育園

Ｉ県内の保育園数は422ケ所であり，調査園

はその内の67ケ所（15.9％）であった。配置園

は県全体では83ケ所（19.7％）であった。調査

園67ケ所のうち，配置園は47ケ所で70.1％(対

県比56.6％)，未配置園は20ケ所で29.9％(対県

比5.9％)であった。

2）保育園看護職者

保育園看護職者の勤務年数は，全体の平均が

4.1±5.9年であり，５年未満の者は68.7％，そ

のうち１年目の者は29.2％，５年以上の者は

31.3％であった。病院勤務経験は平均7.2±7.1

2．保育園における保健活動状況

1）児童票の活用

児童票は子ども自身のことや家庭状況が書か

れているため毎年確認し，必要に応じて更新す

る必要がある。しかし，この児童票を毎年保護

者に確認の依頼をしていたのは，未配置園が

45.0％，配置園が75.0％であった。

図１は，配置形態別に保育士の児童票の活用

目的を比較したものである。未配置園では［健

２７．０％ 

健康診断の結果の記入

既往歴の確認

緊急時の連絡

家庭環境・家族構成の把握

アレルギーの有無の確認

生育歴、出生時の状況の把握

子どもの普段の健康状態の把握

成長・発達の確認

子どもの性格の把握

予防接種の有無の確認

子どもの病院受診時に提示する

かかりつけ医との連携

その他

＊ 

薑
鑑濯％
０．０％ 

園1.1％
圏配直圃□未配置図

．9.9％ 
8.4％ 

０％１０％２０％３０％ 

Ｘ2検定念念p<､０１＊p<０５

図１保育士の児童票活用目的（自由記載）
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健所・保健センターと協同する者が多かった。

しかし，未配置園の保育士の中には「専門家と

連携していない」と回答した保育士が40.5％と

高い割合を占め，十分な保健指導が行えていな

いことが示唆された。

康診断の結果の記入]，［アレルギーの有無の確

認］に活用している割合が高く(p＜､001)，配

置園では[成長・発達の確認]のために活用して

いた(P＜､05)。このように，看護職者の配置

の有無により保育士が児童票を活用する目的は

異なっていた。

2）保健だよりの発行

保健だよりを発行している割合は，未配置園

では15.0％，配置園では81.3％と，圧倒的に後

者の割合が高かった(p＜､001)。配置園の保健

だよりは，看護職者が季節毎の健康管理や健康

増進を中心に独自に作成していた。一方，未配

置園は，保健担当の保育士が作成するか，行政

からの配布物をそのまま配布するなど配置園と

の大きな相違がみられた。

3）専門職者との連携

看護職者が嘱託医と連携して活動している割

合は27.1％であったが，その目的は［疾患につ

いて分からないことを尋ねる]，［保護者からの

質問に回答できないことを尋ねる］などであっ

た。また，連携していない者は［専門が小児科

でないため相談できない]，［健診時以外に会う

ことがない］など，保育園の体制が看護職者の

活動内容に影響していた。

図２は，配置の有無別に保育士が専門家など

と協同する割合をみたものである。配置園では

保育士の80.3％が保育園の看護職者と協同して

いた。一方，未配置園の保育士は，嘱託医や保

3．保育園看護職者の役割遂行状況

1）配置形態と看護職者の保健活動

(1)クラス担当配置

クラス担当配置の看護職者は［担当クラスの

子どもの健康状態は自分で観察するが，他クラ

スの子どもの状態は担任から連絡を受けるだけ

なので十分な対応ができない]，［クラスの保育

業務に追われ，他クラスの保育士との情報交換

は困難］など，全園児の健康状態を把握できな

い状況に置かれていた。また，［他クラスの子

どもについて保育士,保護者から相談されても，

普段の様子を知らないので答えられない]，［子

どものけが・体調の悪化時は，応急処置だけ行

い，あとは担任に任せる]，［担当クラスの投薬

状況しか確認できない]，［定期的に保健だより

の作成が行えない］など十分な保健活動が行え

ないことへのジレンマを抱えていた。

(2)フリー配置

フリー配置の看護職者は［毎朝全園児の健康

状態を直接観察する]，［保育室を巡回し，保育

士との情報交換を行っている］など，全園児の

健康状態を把握していた。子どものけが・体調

保育園看護職者 蕊鰯蕊蕊劉80.3％

50.0別
嘱託医

蕊鰯繍鰯騨騨騨鰯27.2％

405％ 
専門家との連携はない

蕊:蕊i蕊i110.3％

31.8％ 
保健所・保健センター

露灘騨溌蕊118.9％露灘騨溌蕊118.9％

鐵臘鐵臘地域の専門家

園配置園□未配置園配置園□未配置園３．０％ 

2.5％ 

３．０％ 

2.5％ 
その他

９０％ ０％３０％６０％ 

図２保育士が協同している専門家・機関（複数回答）
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悪化時には［処置，子どもへの付き添い，保護

者への連絡・説明を行う]，［投薬が必要な子ど

もの投薬前後の観察を行い担任に投薬方法を指

導する］など，全園児や親，保育士に対して十

分な役割を果たしていた。また，保健だよりは

年６回から12回発行し，保護者への保健指導も

担当し，本来の仕事が行えていた。

(3)複数配置

複数配置の看護職者は［困った時は相談して

対応を決める]，［お互いが情報交換を行い，統

一した対応を行う]，［－人は乳児クラスを担当

し,－人は園全体の保健活動に専念する］など，

協力した保健活動を行っていた。

2）看護職者自身の役割遂行への思い

保健活動を「十分行えている」と回答した者

は8.3％，「十分行えていない」と回答した者は

87.5％，無記入4.2％であった。「十分行えてい

る」と回答した者は［保健領域については自分

に任されていると感じている］と答え，意欲的

に取り組んでいた。「十分行えていない」と回

答した者は［クラス担当として保育に追われて

いる］が20.9％，［保育士・保護者から保健活

動への理解が得られない］が16.7％，［専門職

として自分自身の子ども理解が不十分］が

7.0％，［体制や設備に活動が制限される］が

4.2％であった。

4．保育士が保健活動を行ううえでの思い

1）配置の有無と保育士が保健活動を行ううえで困

ること

保育士が保健活動を行ううえで困ることを

図３に示した。［けが・体調悪化時の対処が適

切に行えない］がいずれの園でも高い割合を占

めていたが，未配置園は38.7％とその割合は配

置園より有意に高かった(p＜､01)。また，未

配置園では［専門職者がいないので相談できな

い]，［専門職者（園外）の助言が統一していな

い］など，適切な助言や指導が受けられない状

態にあった。配置園では未配置園と比べて「心

のケアを行う技術がない｣，［投薬・薬の管理に

不安がある]，［看護職者の助言が暖昧で不安に

なる］など，看護職者の指導の不十分さに対す

る不満がみられた。

2）看護職者の配置と保育士の思い

看護職者が配置されている保育園の保育士の

思いを図４に示した。［すぐに指示を得ること

で適切な対応ができた]が最も多く，次いで[看

護職者が直接手当てしてくれるので助かる]，

[指導内容が詳しく，分かりやすい］など，専

門家の指導や対応が十分行われている場合には

配置に対して肯定的な思いを抱いていた。

5．看護職者の配置形態と保護者の認識

保護者に対し，看護職者の配置の有無を尋ね

けが・体調悪化時の対処が適切に行えない

子どもの体調が判断できない

けが・体調の悪化した子に付き添えない

専門職者がいないので相談できない

専門職者からの助言が統一していない

心のケアを行う技術がない

全園児を把握できない，園児数が多い

投薬・薬の管理に不安がある

虐待への対応の仕方が分からない

看護職者の助言が暖昧で不安になる

看誕職者が非常勤で人員不足である

看護職者が体調の悪化した子に付き添えない

看謹職者との連携が不十分である

障害を抱えた子への対応方法が分からない

＊＊ 

0％２０％４０％ 

Ｘ2検定・わく.０１

図３保育士が保健活動で困っていること（自由記載）
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すぐに指示を得ることで適切な対応ができた

看護職者が直接手当てしてくれる

指導内容が詳しく，分かりやすい

投薬や薬の管理は看護職者が行っている

親に直接対応してくれる

病気についての知識が得られている

普段から子どもの様子を把握してくれている

研修会で得た新しい知識を教えてくれる

看護師の資格がある

子どもの体調の悪化を早期に発見できた

０％１０％２０％ 

図４保育士が看護識者の酉己置を肯定する理由（自由記載）

30％ 

国いる国わからない □いない

未配置園（942名）

配置園

クラス担当配置(1,163名）

フリー配圏（65名）

0％５０％ 

図５看護職者の酉己置形態と保護者の認識

100％ 

充実や多様な支援が求められ，また，さまざま

な子どもの問題が取りざたされる中で，保護者

が保育園に求めるニーズも多様化し5)6)，専門

職者間の連携による子育て支援活動の必要性は

一層強く求められる。とりわけ保育園看護職者

はその要として重要な役割を担っている。

そこで，本研究では，保育園における看護職

者の専門性を活かした役割遂行について，その

現状と問題点について検討する。

看護職者が配置されている配置園でもほとん

どが０歳から１歳児のクラスを担当しているた

め，保育業務に追われ，全園児の把握や他の保

育士との情報交換は不十分である。しかし，看

護職者の配置の有無により保育士の児童票の活

用目的には相違がみられ，クラス担当配置であ

っても配置されていることで何らかの役割分担

が行われていることがうかがえる。フリー配置

たところ，図５に示すような回答が得られた。

未配置園の保護者が「看護職者は配置されてい

ない｣と正しい解答をした者は55.8％であった。

クラス担当配置では「配置あり」と答えた者が

55.9％であった。フリー配置では「配置あり」

と答えた者の割合は最も多く66.2％であった。

また，看護職者の配置を正確に把握している

保護者は看護職者の活動を［けが・体調悪化時

の対応]が59.5％，［園児の健康管理]が20.9％，

その他に［保育士への保健指導]，［保育園の衛

生管理］など，看護職者が実際に行っている保

健活動を挙げていた。

Ｖ，考察

Ｉ県内の保育園看護職者の配置率は19.7％で

あり，全国の21.1％4)より低い状況である。し

かし，今後は次世代育成支援による保育内容の

工・
％ ３ 

５％％％ 鰄騨徽鮴
％ １ １ 

％％ ８８ ００ ……… 
％ ４ ０ 田配置園̄
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できるものと考える。の看護職者は，全園児を対象とした保健活動を

担うことができるため，保護者や保育士からの

理解も得やすく，地域の専門職者との協同も行

いやすい。しかし，フリー配置であっても，看

護職者が１名の保育園では，保育士の補助要員

として乳児保育を担当する機会が多いとの報告

もあり7)，看護職者が十分な役割を果たすこと

ができる環境を整えることは重要である。

看護職者の複数配置園では全園児の情報を看

護職者間で共有し，さまざまな保健活動を展開

することができている。

本調査で興味深いことは，保育園看護職者の

存在を約４割の保護者が正確に把握していなか

ったことである。これは，配置形態により看護

職者が保護者のニーズや全園児を対象とした保

健活動を十分に行えないことがその存在を認知

されない理由と考える。さらに，小児医療の経

験が少ないことも看護職者自身の専門家として

のあり方に影響を及ぼしていることが考えられ

る。

以上より，保育園の看護職者は，小児医療の

経験を持ち，子どもの発達や現代の子育ての問

題を熟知した専門性の高い職業人であることが

望まれる。また，体制のあり方としては，看護

職者の配置はフリー配置とするか，もしくは複

数配置とし，保護者や保育士，他の関連機関や

専門職者と協同できる環境を準備することが求

められる。このような条件が整うことで看護職

者は本来の役割を十分に果たすことができ，子

どもの健やかな発達を保障し，現代の親の特徴

やニーズを把握した子育て支援，親支援に貢献
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